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外国人と日本人とが、ともに豊かに生きる地域社会を! 
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 平成24年12月18日に大井総合福祉センター

で、日本と外国の文化交流講座が開かれまし

た。 

 日本文化として、「ふろしきの活用術」を

習いました。江戸時代に銭湯が普及し布を床

に広げ、その上で着物を脱ぎ着したのが風呂

敷の語源になっていることを知りました。 

 外国文化は長野マルセロさんが美しいチリ

の四季と生活についてスクリーンを使って話

してくれました。いきいきと自国の話をする

マルセロさんの様子を見て、「外国の人はみ

な、自分の事を日本人にわかってほしいの

だ」と実感しました。外国人支援を事業とし

て認めている社会福祉協議会が少ない中で、

ふじみ野市は外国人を市民として認め地域の

人々と互いに理解しあい共生できるように、

支援や交流の機会をつくってくださっている

事に改めて感謝し、ＮＰＯとしてできる限り

協力していきたいと再認識しました。 
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日本の文化と外国文化を学ぼう 

大井総合福祉センターで、日本と外国の文化交流講座 

＜ふろしきの包み方 アラカルト＞ ＜チリの話をするマルセロさん ＞ 
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ＤＶ防止出前講座 

 埼玉県から助成を受け４コマ２日間のDV講座を、うれし野まちづくり会館ホールで開催しました。

DV防止法（配偶者からの暴力防止および被害者の保護に関する法律）の施行に伴い、ふじみの国際交

流センターでは平成17年4月に県から民間シェルターの委託を受けました。以来8年間で39家族97人の

DV被害者母子を保護してきました。その間に関わりのあった関係機関とより一層良い連携ができるよ

うに、学習会を実施しました。 
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①東入間警察署で相談を受けたDVのケース 

 夫の性格異常・金銭問題・嫉妬深い夫・夫婦の

どちらかが認知症が原因での暴力・妻が日常的に

夫に突っかかる場合等、年間１００件の相談があ

る。性格異常者は法律的には保護できないので事

件としては扱えず、被害者には離婚したり逃げた

りするようにアドバイスしている。また、酔っ払

い・精神異常者の暴力・迷子・痴呆老人等に対し

ては、精神衛生法上の決まりに基づいて保護す

る。 

 警察で扱うDVは、身体的暴力と生命・身体に対

する脅迫のみで、事件化を防ぐために、被害者を

避難させたり、加害者に対して警告するほか、行

政と連携している。 

②社会（経済）情勢の変化、食生活の偏重化、住

宅事情、少子化、核家族化等によるストレスの拡

大がDVを生む要因として考えられる。話を聞いて

くれるところ、親身になって相談してくれる人が

必要。 

受講者の感想 

・現場の警察官ならではの具体的な話がとても参

考になった。 

・警察によるDV被害者の支援方法について、わか

りやすく理解が深まった。 

・DV家庭の子供の非行で悩んでいる母親が相談す

ることで、具体的にアドバイスがもらえてよかっ

た。 

第１回「警察官から見たDV家庭」講師：深津宏氏（東入間警察生活安全課） 

 第二次世界大戦後の子どもから現代の子ども

まで、たくさんの写真と、内閣府の子ども若者白

書のデータから子どもたちの現状を説明。 

・家族とまったく夕食を食べていない小学生２．

２％ 中学生４．７％ 

・平成２２年のいじめ 約７万９千人 

・情緒的混乱、無気力、友人関係が不登校のきっ

かけになっている 

・青少年の自然体験が極端に少なくなっている 

・日本語指導の必要な外国人児童生徒は年々増加

している 

・児童虐待に関する相談が年々増加している 1

年５万６千人超 

・父母の性格異常、精神障害、虐待、酷使、放任、

怠惰、未婚等による乳児院への入所者が3300人 

・１４～１６歳の万引き、自転車盗、バイク盗を

起こす常習犯が多い 

・母親への家庭内暴力や深夜徘徊、喫煙で警察に

補導される不良少年が１０１万人以上いる 

・家出人の半数は中学生 

・平成２３年の３０歳未満の自殺者は３９２６人 

受講者の感想 

・社会的養護の現状と児童自立支援施設について

理解が深まった。 

・子どもの相談は具体的であり参加者にとってわ

かりやすく参考になった。支援を行う場合につい

てキーパーソンが誰であるか覚悟を決めて継続

して支援を行い結果を出すことが必要。次に何を

すればよいか課題が見えてくる。そのためには関

連機関の連携と協力が必要であることを学んだ。 

・「子どもたちはこうして生き方を学ぶ」という

アメリカインディアンの言い伝えが印象に残っ

た。 

第２回「子どもをとりまく現状と課題」講師：青木建氏（国立武蔵野学院） 

ＤＶ被害者支援のボランティア育成 

ＤＶ防止出前講座を実施しました 
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ＤＶ防止出前講座 
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・平成２２年県内の母子家庭 ５万１７５２軒 

父子家庭 １万１１０３軒 

・母子家庭に対する主な法律として、母子及び寡

婦福祉法・児童扶養手当法・就学支援に関する特

別措置法がある。支援のあり方が給付中心から総

合的な自立支援に変化しつつある 

・年収  児童のいる家庭（一般）６５８万円 

     母子家庭       ２９１万円 

     父子家庭       ４５５万円 

・母子家庭の生活保護受給率  １４．４％ 

・母子、父子家庭の相対的貧困率５４．３％ 

 埼玉県が実施している支援策として、子育てや

生活支援・就学支援・法律相談・児童扶養手当の

支給・福祉資金の貸与・就学援助金（１万円）の

助成・医療費助成がある。地域に求められる支援

として、話し相手になってほしい、見守ってほし

い、背中を押してほしい。 

受講者の感想 

・母子家庭の厳しい生活状況について理解でき

た。それに対して行政の支援について具体的な説

明を聞くことができ、支援に役に立つ情報であっ

た。 

第３回「母子家庭の現状と行政支援」講師：斉藤氏（埼玉県少子政策課） 

①ＩＭＯとはスイスに本部がある１４６カ国が

加盟している国際移住機関で、１９５１年に戦争

で取り残された子どもや逃げてきた人を助ける

委員会として始まり、東京に駐日事務所がある。 

②人身取引とは、搾取の目的で女性や子供に、暴

力・詐欺・誘拐・脅し等で、強制的に売春・労働・

奴隷・臓器提供などを行う行為。 

③人身取引送り出し国側の貧富・失業。低開発国

でみられる家計の負担を軽くするための、知人や

親族に子どもを預ける風習が温床となっている。 

④受け入れ国側の原因として、日本人が働きたが

らない職業の労働者の需要や、性的サービスへの

需要に対しての供給がないので、裏

口から入ってきている現状が考えら

れる。 

⑤２０００年代初めに、日本におけ

る人身取引対策が不十分である事に

ついて国際的な非難が強まり、２０

０２年１２月に人身取引議定書に署

名した。 

⑥今までは人身取引当事者を犯罪者

として扱ってきたのが、２００９年

からは被害者として救出し、帰国・自

立支援をしている。 

⑦今後の課題 

●被害者に支援組織の存在をどう知

らせるか 

●民間シェルターの多様化と、官民ネットワーク

の強化 

●母語を話すケースワーカーの必要性 

●帰国を望まない人や帰国できない被害者への

対応をどうするか 

受講者の感想 

・人身取引について詳しく知ることが出来、被害

者の背景や痛みに目を向ける事が出来、幅の広い

支援になるように感じた。 

・人身取引の原因やその後の悲惨さを聞き、人身

取引のない世界・貧困・失業・戦争・災害等のな

い世界にしなくてはと強く思った。 

第４回「人身取引被害者支援について」講師：須藤詠子氏（IMO駐日事務所） 



外国人サポートの現場から （12） 

 私の所に相談にくるお客さんの９割はフィリピ

ン人です。在日フィリピン人社会の変化ととも

に、相談の内容にもそれが反映されます。最近

の「流行」は「妻に捨てられる夫」。この１年の間

に、３～４件、類似の相談がありました。いずれも

相談してくる人は30代のフィリピン人男性。妻に

去られ、在留資格の継続が危なくなった人たち

です。 

 日本にいるフィリピン人はもともと女性が圧倒

的に多く、男女の割合がいびつでした。どうして

こういうことになったかというと、そもそも日本に来

るために「興行」「日本人の配偶者等」のビザで

来る人が多く、大幅に女性に偏っていたので

す。しかし日本が外国人に広く門戸を開いてか

らすでに30年ほどが過ぎ、在日フィリピン人の人

口構成は少しずつ男女比１対１に近づきつつあ

ります。 

 自分よりかなり年上の日本人男性と結婚して

「永住者」となった女性がその後夫との離婚や死

別を経て再婚する際、フィリピンからぐっと若い

男性を「夫」として呼び寄せる。あるいは、フィリピ

ンにいた子どもたちを日本に呼び寄せて養育

し、その子たちが成長してさらにフィリピンから結

婚相手を呼び寄せる、ということが盛んに行われ

ています。 

 すでに長年日本にいる側（この場合は女性が

多い訳です）は、安定した在留資格を持ってい

るし、仕事もしていて日本の事情に詳しく言葉も

達者なのでサバイバル能力にたけています。そ

こに、配偶者の在留資格に依存して自分の在留

資格を得た若い夫が「ムコに入った」場合、当

然、妻のお尻に敷かれることになります。妻の側

はすでにいろいろな手段を使って一族郎党を日

本に呼び寄せているので、夫は妻の一族の中で

肩身の狭い思いをしながらひたすら働く、という

構図になりがちです。 

 傍目に見ていてへぇ～と思うのは、そうやって

家庭内で立場が強くなると、女性の側が浮気を

するんだ、ということです。上記の「妻に捨てられ

た夫」の相談で、妻が結婚直後から元カレと遊

びまくっている、とかフィリピンにいるボーイフレ

ンドの所に行ったまま戻らない、とかいう話が必

ず出てくるのです。もっとも、私は夫側からしか

話を聞いていませんから、これだけで判断する

のはフェアではないかも知れませんが…。 

 ともかく、捨てられた夫たちは日本語を習得す

る余裕もなく、ビザに関する知識も不十分、妻と

の婚姻生活も安定していなかった、ということで

なかなか次の在留資格をとる手がかりがないと

いう悩ましい状況になります。今回から何回かに

分けて、ビザと結婚にまつわるお話を書こうと思

います。 

ハローフレンズ 2013年2月号  www.ficec.jp 

定住権をもつ女性が増加 

妻に捨てられる夫の事例も増加 

●筆者紹介 

行政書士（ライフ行政書士事務所）。NGO

で働いたり、フィリピン人支援団体でボラン

ティアしたりした後、行政書士開業。毎日い

ろいろな国から来たいろいろな人の話を聞

いて、「在日外国人」の多様性に、びっくり

することの連続です。 

藤林 美穂 
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スタッフ紹介 

 1992年4月、36年8ヶ月ぶり三芳町へUターン。地

域との繋がりを持ちたいと町の広報で募集して

いた国際交流基金日本語センター研修生ワンナ

イトホームステーのホストファミリーに応募、

1994年から2006年の間に10か国17人の外国人研

修生を受け入れました。 

 96年3月に退職、翌年4月末から10週間ロンドン

郊外のブライトンの英語学校に通いながらホー

ムステー、生活者としての海外生活を体験。その

経験を生かそうと、７月みよし日本語教室の立ち

上げに参加しました。日本語で日本語を教える教

室で、英語のプラクテスにはなりませんでした

が、学習者の言葉の壁の苦労は充分理解できる

し、新しい出会いも楽しいので、現在まで続いて

います。 

 ほぼ同時期にオープンしたふじみの国際交流

センターの賛同者募集の集まりに誘われ、その後

週1回の常任運営委員会に出席したのが縁でセン

ター通いがはじまり、自分の居場所の1つになっ

てきました。 

 パソコンが少しできたことから、最初の仕事は

センターニュースで野元先生の下請け、98年7月6

号から、2004年11月77号まで担当しました。また、

センターの規約づくりから法人化、認定NPO法人

の手続・報告等全くの素人ながら、お役所や、諸

先輩の協力も得て何とかこなしてきました。翻訳

分野ではごみの分別収集、健康カレンダー、多言

語生活ガイドブックのお手伝い、入管、市役所等

への提出書類の翻訳等を担当してきました。セン

ターの活動は‘生きがい’（健康維持とボケ防

止？）となってきたのかなと思います。 

 国際交流20年、ボランティア活動15年、傘寿を

超えた。妻も後期高齢者の仲間入り。ボランティ

ア活動はそろそろ卒業、徐々に共助・自立の生活

にシフトする時期になったと思う今日この頃で

す。 
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荒田光男 健康維持と生きがいにつながっています 

 七草が過ぎた１月8日、平成25年最初のスタッフ会

議が開かれた。事業報告の後、スタッフ一人二言、今

年の抱負やセンターの今後のあり方について話した。

国際理解講座をなんとか普及させたいと考えている

人。日本語教室の生徒を増やすにはどうしたらいいか

と意見を求める人。ダブルの子供に母語教育もしたい

と夢を語る人。活動の拠点をもう一度考え直すほうが

いいと提案する人。高齢になったので後輩を育てたい

という人。楽しみながら活動を続けていきたい人。責

任ある仕事をするために、もっと勉強したいという

人。------- 

 年末に体調を崩し、頭がボーっとした中で起こした

交通事故のショックから抜けきれず、すっかり気弱に

なっている私にとって、仲間の言葉はなんとも心強

い。 

 思い返すと、高卒であるコンプレックスで毎日通っ

ていた公民館で、マザーテレサの映画を観た。『私は

人生の全てをボランティアに捧げました。映画を見て

いるあなたも、せめて人生の１０分の１はボランティ

アをしてください』という彼女の言葉に「１０分の１

ぐらいならできるだろう」と始めたボランティア。今

そのボランティアのお陰で大勢の人と巡り会い、励ま

され活力を頂いている。 

 とは言え、ビジネスで始めた携帯電話事業は継続が

難しいし、シェルター事業を維持するために月５万５

千円の家賃を払わなければならない。通いやすい拠点

にするために、こらからも何度も行政に請願しなけれ

ばならないだろう。スタッフ仲間にせめて交通費や通

信費を払いたい。24年は県から2つの大きな事業を委

託されたが２５年も積極的に委託申請をしたほうが

いいのか。それとも静かに通常の活動だけをしていた

ほうがいいのかしら。頭の中で事業と経営の2本の大

きな柱が揺れる。 

 答えの出ぬままテレビのスイッチを入れた。『マ

ザーテレサが言っています。愛の反対は憎しみではな

く無関心だと』大好きな朝ドラの中で今朝、またマ

ザーテレサの考えを知った。そうだそうだった、日本

中の人に外国人問題に関心を持ってもらうために情

報発信する大切な役目があったのだ。早く元気になら

なければ。ヒアルロン酸とコンドロイチン入りの錠剤

を８錠、勢いよく口に放り込んだ途端、真っ青な空が

目に入った。 

見送りの三振より 

  空振りの三振 
パート II 石井 ナナヱ 



大学との協働によるソフト開発 

 昨年に引き続き情報工学科３年のセミ

ナー課題として研究が続けられてきた、４分

野にわたる外国人向け日本語ソフトの完成

が佳境に入ってきた。 

 さる１２月１０日、日本工業大学の学生１６

名と指導を続けられて来られた粂野、辻野

両准教授の内、辻野先生がソフトの最終

チェックのためにセンターを訪れた。 

 センター側からは、日本語指導担当者７

名、そして富士見日本語教室から２名、大井

日本語教室から１名と外部の団体責任者を

交えての意見交換会となった。 

 ソフト内容はほぼ完成に近い状態であったため、大

きな変更への意見は出なかったが、現場を仕切る担

当責任者の生の意見に、学生たちも大きくうなずく場

面もあり、より洗練された内容のものが出来上がること

が期待された。 

 当日の意見を持ちかえった各チームは、１月２１日

の完成発表会に向け最終チェックに入ることになる

が、昨年から続けられてきた共同研究が、２月には大

きく花開く模様となりこの成果はセンターの大きな財

産となる。 

 今後、本件ソフトに関するクレジットについては、

オープン企画になる。従いどの日本語教室でも使え

るようになるため、ＦＩＣＥＣとしては今後、補助金の申

請を行い埼玉県下の全ての日本語教室、小学校等

に本企画の有用性を認識、利用してもらうためDVD

の量産化を進め、送付することを視野に入れた展開

を図っていきたい。 

 ４企画（タイトルは仮題）の内容は次のとおりである。 

◆開発ソフト１  

「教室にあるものを調べてみよう！」 

 初来日した子が小学校で見聞きするさまざまな

ケースを紹介し、１日でも早く学校や友達に溶け込め

るよう手助けするソフト。 

◆開発ソフト２ 

 「簡単に覚えられる漢字の書き方」 

 漢字の習得はなかなか進まないもの。進捗を進める

ために漢字を生き物のように静から動へとビジュアル

に訴えて理解を進めさせるよう工夫したもの。 

◆開発ソフト３  

「スマートフォン対応の漢字練習帳」 

 漢字練習の大人バージョン。時間が有

ればどこでも学べるようスマートフォンを

使った漢字学習ソフトとなっている。 

◆開発ソフト４  

「日本語マスター！とりあえず街に出

かけてみよう」 

 町中にある生活に必要な様々な施設と

その使い方を示唆するもの。病院、銀行、

郵便局、警察、駅等々、それぞれの使い方

を簡単に説明、１日でも早く生活に慣れて

もらおうというソフト。日本語教室で大いに

役立つことが予測される。 
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■完成間近!! 外国人向け日本語ソフト 

FICEC日本語教室と日本工業大学（宮代町）が共同開発 



外部のセミナーに参加 

2012/12/1.DV被害者ボランティア講座第３回、第４回 3.携帯電話通訳者会議 11スタッフ会議 18大井社

会福祉協議会「日本と外国の文化を知ろう！」 6.13パソコン教室  中国語教室 英語教室 日本語教室 

国際子どもクラブ  

2013/1/7携帯電話通訳者会議  8.22スタッフ会議 11坂戸西高校「国際理解講座」 22情報誌編集会議 

10.24パソコン教室 中国語教室 英語教室 日本語教室 国際子どもクラブ 
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  ２０１２年１２月１０日大宮ソニックシティにて『災害

時に役立つ「やさしい日本語」セミナー』が開催されま

した。セミナーは減災のための「やさしい日本語とは」

をテーマに講義と実践の２部構成となっていて、グ

ループに分かれてのやさしい日本語作りの場面では

様々な意見が飛び合い、とても白熱したセミナーとな

りました。 

 やさしい日本語というと、難しい日本語を易しくすれ

ばいいのかと考えがちですが、それはかえって分かり

にくく「変な」日本語になってしまう。では「やさしい日

本語」化の手順とは何かを、災害弱者になりやすい日

本語に不慣れな人々の視点から考えました。 

「災害時に役立つ やさしい日本語セミナー」に参加 

 参加者同士が意見を出し合う白熱のセミナー 

 やさしい日本語を考えるのは、とても難しいと感じま

した。普段やっていない事は、災害時にはできませ

ん。日ごろから日本語に不慣れな外国人に対してや

さしい日本語で話しかけることも大切だと思いました。 

 [記 上島直美] 
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センターの活動をご支援ください 

会員・賛助会員・寄付のご案内 
ご寄付をいただいた方々 
ご支援ありがとうございます 

●活動を担う会員……正会員 

 正会員は、スタッフなどとして活動を担っていただく会員

です。この会員は、総会などでの議決権をもちます。 

 年会費：個人１口3,000円、団体１口10,000円 

●センターを財政的に支える会員……賛助会員 

 賛助会員は、センターを財政的に支えていただく会員で

す。総会等での議決権はありませんが、センターのイベン

トなどのご案内や、機関誌をお送りいたします。 

 年会費：個人１口3,000円、団体１口10,000円 

会員、賛助会員にはこの機関紙をお送りします 

郵便振替口座：00110-0-369511 

口座名：ふじみの国際交流センター 

●2011年4月～（50音順・敬称略） 

イオン㈱大井店、国際ソロプチミスト埼玉、立麻

医院、東入間地区遊技業防犯協力会、阿澄康

子、穴沢エミリン、新井順子、荒田光男、石井ナナ

ヱ、市川孝治、岩田仁、上島直美、太田原裕、大

西文行、葛西敦子、加藤久美子、金子忠弘、神田

順子、木場ひろみ、駒形一夫、権田貴久子、白砂

正明、菅山修二、鈴木譲二、関ニーランティ、多ヶ

谷實、武田和子、立麻肇子、田中つや子、寺村璧

如、内藤忍、中嶋恵津子、中村禎作、沼田伊玖

俊、野沢弘子、萩原千代子、長谷川正江、浜本由

里子、百瀬紀子、森和也、森田信子、山畑博子 

ふじみの国際交流センターでは、日本語指導をはじ

め、外国籍市民との交流・手助けをするボランティア

を募っています。ぜひ、電話またはホームページから、

お気軽にご連絡ください。 

ボランティア活動に、ご参加ください 
特定非営利活動法人ふじみの国際交流センター 

〒356-0053 埼玉県ふじみ野市大井2-15-10 

うれし野まちづくり会館２階 

Tel：049-256-4290 Fax：049-256-4291 

外国人生活相談 無料 

月曜日～金曜日 10：00～16：00 

電話：049-269-6450 

困っている外国人の方がおられたら 

センターをご紹介ください。 

サービス料金表 

ふじみの国際交流センターでは、センター

の設備や、会員・スタッフの技能により、

様々なサービスを行っております。ぜひ、ご

利用ください。 


